
算数少人数　コース分け・成績入力ファイル

習熟度別少人数指導の「コース分け」「観点別評価・所見の入力」「学期末の集計」を、1つのExcelファイル

で行うためのテンプレートです。

こんな悩みに

単元ごとにコースが変わり、名簿づくり・評価の集約に毎回手間がかかる

複数の担当者が入力した評価を、学期末に学級ごとに集め直している

どのコースの評価がまだ入っていないのか、すぐに把握できない

特長

マクロなし・黄色のセルだけ入力。それ以外は数式で自動表示されます。黄色以外のセルはシート保護済み

（パスワードなし）。

単元ごとにコース分け（習熟度別／前の単元と同じ／学級ごと）を選べ、最大20単元・4学級・5コースまで

対応。

コース別名簿をA4横1枚で印刷。担当者は「決定コース」で絞り込むと自分のコースだけ表示して評価を入力

できます。

学期末の一覧が自動でそろう：学級別の観点別評価・所見一覧、1人1枚の個人票（面談・引き継ぎ用）。

見取りの手がかり：同じ観点で2単元続けて「C」の子を赤で表示。所見の字数オーバーも赤で表示。

授業の振り返り：コースごとのA・B・Cの割合と単元ごとの推移をグラフで確認。

使い方の流れ

時期 シート すること

年度はじめ 設定 年度・学年・学期制・学級名・コース名・担当者・評価記号・観点名・単元一覧を入

力。総括の目安（Aにする／Cにする割合）と所見の字数上限もここで決めます。

名簿 組・番号・氏名・ふりがなを入力（貼り付けは「値の貼り付け」で）。

単元ごと 単元01〜20 「コース分け」の方法を選び、D列で一人ずつコースを選択。右上で担当者と人数を確

認。任意で事前テスト・希望コースを入力すると、希望と違う子がオレンジで表示され

ます。

コース別名簿 単元番号を選ぶと、コースごとの名簿が並びます（A4横1枚）。

単元01〜20 「決定コース」で自分のコースに絞り込み、3観点と所見を入力。単元テストの得点を

入れると評価の「目安」が表示されます。

入力状況 単元×コースごとに、コース未定・評価未入力の人数を確認。

学期末 学級別_評価 組と学期を選ぶと、観点別評価・A/B/Cの数・総括の目安が一覧に。

学級別_所見 その学期の単元のコースと所見が左から並びます。

個人票 組と番号を選ぶと、1人分の記録と学期ごとのまとめが1枚に。

コース別分析 単元を選ぶと、コースごとの評価の分布と推移を表示。



画面イメージ　（児童名・評価はすべて架空のサンプルです）

① 単元シート：コースを選び、3観点と所見を入力

D列でコースを選ぶと「決定コース」が色分け表示。担当者は▼で自分のコースだけに絞り込んで入力します。

② コース別名簿：A4横1枚で印刷

単元番号を選ぶだけで、コースごとの名簿と人数・担当者が並びます。

③ 学級別_評価：学期末の一覧

単元ごとの観点別評価、A・B・Cの数、総括の目安を一覧に。同じ観点で2単元続けてCの子は濃い赤で表示。



④ 個人票：面談・引き継ぎ用

1人分の単元ごとの記録（コース・評価・所見・テスト得点）と学期ごとのまとめ。

⑤ コース別分析：授業の振り返り

コースごとのA・B・Cの数と割合、単元ごとの推移。

ご利用にあたって

名簿・単元シートの並べ替え、行の削除・挿入はしないでください。評価と行がずれます（▼での絞り込み

は可）。転入生は名簿の一番下に追加、転出生は行を消さずに備考で「転出」を選びます。

「総括の目安」「評価の目安」は、設定した割合にもとづく参考表示です。最終的な評価・総括は、各学校の

規定と先生の判断で行ってください。

コース別分析は授業の振り返りのための材料です。コース分けの効果を示すには、事前・事後の比較などの研

究デザインが別に必要です。

児童の個人情報を扱うファイルです。保存場所・持ち出しは各自治体・学校の情報セキュリティポリシーに従

ってください。

動作環境：Microsoft Excel（マクロ不使用）。　ファイル：算数少人数_コース分け・成績入力ファイル.xlsx


